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1. はじめに 

第 5世代モバイル通信(5G)では、IoT(Internet of Things)に対

応するため、非同期通信や異なるシステムパラメータに柔軟に

対応できること、が求められている。この要件を満たす手法とし

て、筆者らはオーバーラップ FFT フィルタバンクを用いた
Overlap-Windowed-DFTs-OFDM(Discrete Fourier Transform 

spreading Orthogonal Frequency Division Multiplexting)方式を

提案した[1]。本文では、ACI(Adjacent Channel Interference)の

さらなる特性改善を目的として Overlap-Windowed FFTフィルタ

バンク[2]の適用効果を評価した。 

2. Overlap-Windowed-DFTｓ -OFDM と Overlap-Windowed 

FFTフィルタバンク 

図 1にOverlap-Windowed-DFTｓ-OFDMの送信系とOverlap-

Windowed FFTフィルタバンクを用いた受信系のブロック図を示

す。送信側では、変調信号をMポイントのDFT(Discrete Fourier 

Transform)、N ポイントの IFFT(Inverse Fast Fourier Transform)

を行った後、CP(Cyclic Prefix)を付加し、隣接チャネル漏洩電

力低減のためにウィンドウイングとオーバーラップ加算を行って、

送信する。受信側では、まずOverlap-Windowed FFTフィルタバ

ンクで希望信号を分離する。フィルタバンクでは N ポイント FFT

で入力信号を周波数領域に変換し、K(M≦K≦N)ポイントの希

望信号を取り出した後、IFFTを行い時間領域信号に変換する。

その後、図２のオーバーラップウィンドウ処理に示すように 0≦k

＜K/2 ポイントのオーバーラップ部に対してウィンドウイングとオ

ーバーラップ加算を行い、時間領域での希望信号を得る。この

kをオーバーラップウィンドウ長と呼び、kによりフィルタ特性が変

わる。その後、CP の除去、M ポイントの FFT、周波数領域等化

(FDE)、IDFTを行い復調する。 

3. 特性評価結果 

DFTサイズをM=128ポイント、フィルタバンクの FFTサイズを

N=K=1024 ポイントとし、送受信におけるウィンドウ処理には

RC(Raised Cosine)ウィンドウを使用した。フィルタバンクの周波

数特性は理想フィルタを用い、送信側の CP長は 8シンボル、ウ

ィンドウ処理を行う CP 長は 4 シンボルとした。オーバーラップウ

ィンドウ長 kをパラメータとし、0~16シンボルとした。変調方式は

16QAMである。 

図 3 に受信帯域幅 Bwをパラメータとしたオーバーラップウィ

ンドウ長 kに対する、EVM を示す。図より、帯域幅を増加させる

と EVMは大きく改善し、kを大きくすると EVMはわずかにでは

あるが改善する。図 4 に k をパラメータとした、チャネル間

隔に対する隣接チャネル間干渉 (ACI:Adjacent Channel 

Interference)を示す。kを大きくすると ACIが低減できる。 
 

4. まとめ 

Overlap-Windowed-DFTｓ -OFDM への Overlap-Windowed 

FFT フィルタバンクの適用効果を評価し、ACI を大きく改善でき

ることを示した。 
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図 1  Overlap-Windowed-DFTｓ-OFDM と Overlap-

Windowed FFTフィルタバンクのブロック図  

 
図 2 オーバーラップウィンドウ処理 

 
図 3 オーバーラップウィンドウ長 kに対する EVM 

 
図 4 kをパラメータとしたチャネル間干渉 
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